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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第42期

第３四半期連結
累計期間

第43期
第３四半期連結
累計期間

第42期
第３四半期連結
会計期間

第43期
第３四半期連結
会計期間

第42期

会計期間

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成22年
    10月１日
至  平成22年
    12月31日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成22年
    ３月31日

売上高 (百万円) 14,112 12,677 5,333 4,746 19,587

経常利益又は経常損失(△) (百万円) 137 △ 243 184 94 254

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(百万円) 82 △ 302 135 74 168

純資産額 (百万円) ― ― 8,615 8,290 8,735

総資産額 (百万円) ― ― 32,685 29,478 32,651

１株当たり純資産額 (円) ― ― 257.93 248.23 261.54

１株当たり四半期
(当期)純利益金額又は
四半期純損失金額(△)

(円) 2.46 △ 9.07 4.06 2.23 5.03

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 26.4 28.1 26.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △ 67 1,641 ― ― 471

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △ 545 △ 38 ― ― △ 555

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 508 △ 2,062 ― ― △ 43

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 1,326 842 1,302

従業員数 (名) ― ― 304 301 308

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりま

せん。

４　従業員数は、就業人員数を表示しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容に重

要な変更はありません。

  また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

（1）連結会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(名)
301
(22)

（注）１　従業員数は当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの

出向者を含む就業人員であります。

      ２　従業員数欄の（外数）は臨時従業員（派遣社員及び期間１年以内の業務委託契約社員）の当第３四半

期連結会計期間の平均雇用人員であります。

　

（2）提出会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(名)
202
(19)

（注）１　従業員数は当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

      ２　従業員数欄の（外数）は臨時従業員（派遣社員及び期間１年以内の業務委託契約社員）の当第３四半

期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

（1）生産実績

当社グループでは出荷直前に取引契約の締結を行うという業界の慣習、取引形態の特殊性により、受注生

産を行っていないため、修理実績、加工実績についてはセグメントごとの記載を省略しております。

  なお、当社グループの工場における主たる業務は、賃貸および販売用鋼材の復元修理、加工ならびに在庫

管理でありますが、当第３四半期連結会計期間における修理および加工実績は次のとおりであります。
　

区分 金額(百万円) 構成比(％) 前年同四半期比（％）

修理実績 79 60.3 △17.2

加工実績 52 39.7 7.0

合計 132 100.0 △9.1

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
（2）受注実績

出荷直前に取引契約の締結を行うという業界の慣習、取引形態の特殊性により、受注高の集計は行って

おりませんので、当社グループの受注実績及びセグメントごとの記載を省略しております。

　
（3）販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 販売高(百万円) 構成比（％） 前年同四半期比（％）
　

重仮設 3,906 82.3 －
　

重仮設工事 537 11.3 －
　

土木・上下水道施設工事等 301 6.4 －
　

合計 4,746 100.0 －
　

（注）１　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

販売高(百万円) 割合(％) 販売高(百万円) 割合(％)

西松建設㈱ － － 541 11.4

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
３　前第３四半期連結会計期間の西松建設㈱については、当該割合が100分の10未満のため記載を省略しておりま
す。

　
２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日（平成23年２月10日）現在において、当社グループ

（当社及び連結子会社）が判断したものであります。

　
（1）経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、各種の政策効果や海外経済の改善を背景に、企業収

益及び設備投資は持ち直しの動きがみられたものの、雇用情勢は依然として厳しく、長期化するデフレや

円高の影響など、景気は、このところ足踏み状態となっております。

  しかしながら、当社グループを取り巻く建設業界におきましては、民間設備投資は回復の兆しがみられ

たものの、公共建設投資は減少傾向が続き、また鋼材価格も上昇傾向が見え始め、業界環境はより一層厳

しさを増す状況で推移しました。

  このような経営環境の中、当社グループは本業である重仮設事業強化のため、賃貸価格の適正化と工事

受注強化を引き続き推進すると共に、平成22年４月30日公表の「ヒロセ株式会社との業務提携に関する

お知らせ」のとおり、国内においては重仮設鋼材の相互補完供給体制の構築を進め、海外においては、既

公表のとおり、ベトナム国ホーチミン市に両社50％出資による現地法人「丸建ヒロセベトナム有限会

社」を平成23年１月７日に設立いたしました。また平成22年11月には中国において、鋼矢板工法の普及・

発展と、重仮設鋼材の需要取り込みを目指し、伊藤忠丸紅鉄鋼グループと現地パートナーである中国鉄路

物資グループと当社の３者で、重仮設鋼材のリース並びに販売を行う合弁会社を設立することに合意し

ました。しかしながら、国内での需要の減少が続く厳しい業界環境により、競争激化を余儀なくされたこ

とから、賃貸価格及び販売価格の一段の下落が進み、それらの影響を大きく受ける形となりました。

  以上の結果、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高47億４千６百万円（前年同四半期比５億８千

６百万円、11.0％減）、営業利益８千万円（同１億８百万円、57.4％減）、経常利益９千４百万円（同９千

万円、48.8％減）、四半期純利益７千４百万円（同６千万円、44.9％減）となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

①重仮設事業

需要の減少とそれに伴う競争激化を余儀なくされたため、賃貸価格・販売価格の低迷した状況が続き、

売上高は39億６百万円となり、セグメント利益は１億９千３百万円となりました。

②重仮設工事事業

材工一式を軸とした工事受注強化に注力しましたが、重仮設事業と同様に需要の減少と価格の低迷し

た状況の影響を受けたため、売上高は５億３千７百万円となり、セグメント損失は１千１百万円となりま

した。

③土木・上下水道施設工事等事業

上下水道工事を中心とした官公庁の発注が低調に推移したため、売上高は３億１百万円となり、セグメ

ント損失は６百万円となりました。

　

（2）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ、31億７千２百万円減少し294億７

千８百万円となりました。これは前期から継続して行っている建設機材の保有圧縮による減少額13億６

千７百万円や受取手形及び売掛金の減少額14億１千４百万円などによるものであります。

負債の部は、支払手形及び買掛金が６億７千１百万円、長・短借入金が19億５千１百万円それぞれ減少

したため、前連結会計年度末に比べ27億２千８百万円減の211億８千８百万円となりました。
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純資産の部は、四半期純損失の計上や剰余金の配当による利益剰余金の減少額４億３百万円や、株価の

下落によるその他有価証券評価差額金の減少額４千１百万円などにより、前連結会計年度末に比べ４億

４千４百万円減の82億９千万円となりましたが、自己資本比率は純資産の減少額以上に総資産が減少し

たため1.3ポイント改善し28.1％となりました。

　
（3）キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の増加額５億３

千８百万円などがありましたが、たな卸資産の減少額２億４千４百万円や、仕入債務の増加額９億２千７

百万円が上回ったため、６億７千５百万円の資金の増加（前年同四半期比２億４百万円の収入増）とな

りました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、前連結会計年度までの当社工場設備の大口更新投資も一段落

したため２千２百万円の資金の減少（同２億４千７百万円の支出減）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純減少額５億５千万円や、長期借入金の返済によ

る支出３億１千３百万円などにより、８億６千７百万円の資金の減少（同７億８千万円の支出増）とな

り、フリー・キャッシュ・フローでの６億５千２百万円の資金の増加を借入金の返済資金に充当してお

ります。

以上の結果、当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比べて４億６

千万円減少し、８億４千２百万円となりました。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変
更及び新たに生じた課題はありません。

　

（5）研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は０百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

  また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありま

せん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

（1）【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 34,294,40034,294,400
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は1,000株でありま
す。

計 34,294,40034,294,400― ―

　

　

（2）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（3）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（4）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（5）【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

　平成22年12月31日 ― 34,294,400 ― 2,651 ― 662

　

　

（6）【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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（7）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿により記

載しております。

① 【発行済株式】

平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

　無議決権株式 ― ― ―

　議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

　議決権制限株式(その他) ― ― ―

　完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式     896,000

― 単元株式数は1,000株であります。

　完全議決権株式(その他) 普通株式  33,129,00033,129 同上

　単元未満株式 普通株式     269,400― 同上

　発行済株式総数          34,294,400― ―

　総株主の議決権 ― 33,129 ―

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が949株含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
　丸紅建材リース株式会社

東京都港区芝公園２－４－
１

896,000 ― 896,000 2.61

計 ― 896,000 ─ 896,000 2.61

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 126 123 112 115 113 107 105 96 102

最低(円) 115 104 102 103 100 101 85 85 92

（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

なお、新任役員及び退任役員については、該当事項はありません。

役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役
（営業本部副本部長、東京本店長）

取締役
（営業本部副本部長）

岡 本 達 哉 平成22年10月１日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結

累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、

当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期

間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成

しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月

１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31

日まで）に係る四半期連結財務諸表については、あずさ監査法人により四半期レビューを受け、当第３四半

期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間(平成22

年４月１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表については、有限責任 あずさ監査法人

により四半期レビューを受けております。

なお、従来から当社が監査証明を受けているあずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年

７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人となりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 842 1,302

受取手形及び売掛金 ※３
 7,233 8,648

建設機材 9,424 10,791

商品 22 38

材料貯蔵品 2 3

未成工事支出金 384 208

その他 195 228

貸倒引当金 △114 △102

流動資産合計 17,991 21,117

固定資産

有形固定資産

土地 8,261 8,261

その他（純額） 1,496 1,652

有形固定資産合計 ※１
 9,758

※１
 9,914

無形固定資産

その他 16 21

無形固定資産合計 16 21

投資その他の資産

その他 2,197 2,093

貸倒引当金 △485 △496

投資その他の資産合計 1,712 1,597

固定資産合計 11,487 11,533

資産合計 29,478 32,651
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※３
 5,175 5,846

短期借入金 9,783 11,933

未払法人税等 8 37

引当金 17 12

その他 1,350 1,474

流動負債合計 16,334 19,304

固定負債

長期借入金 3,276 3,077

引当金 279 239

その他 1,297 1,295

固定負債合計 4,853 4,612

負債合計 21,188 23,916

純資産の部

株主資本

資本金 2,651 2,651

資本剰余金 924 924

利益剰余金 3,616 4,019

自己株式 △124 △124

株主資本合計 7,067 7,471

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △37 3

土地再評価差額金 1,398 1,398

為替換算調整勘定 △138 △138

評価・換算差額等合計 1,222 1,264

純資産合計 8,290 8,735

負債純資産合計 29,478 32,651
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 14,112 12,677

売上原価 12,159 11,243

売上総利益 1,953 1,433

販売費及び一般管理費

役員報酬 122 107

給料手当及び賞与 854 799

福利厚生費 170 166

地代家賃 158 153

退職給付費用 65 63

その他 467 430

販売費及び一般管理費合計 1,839 1,720

営業利益又は営業損失（△） 114 △287

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 8 7

持分法による投資利益 131 126

その他 33 34

営業外収益合計 174 170

営業外費用

支払利息 130 108

その他 21 18

営業外費用合計 151 126

経常利益又は経常損失（△） 137 △243

特別利益

貸倒引当金戻入額 71 8

固定資産売却益 4 －

特別利益合計 75 8

特別損失

固定資産除却損 2 3

特別損失合計 2 3

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

211 △239

法人税、住民税及び事業税 20 20

法人税等調整額 108 43

法人税等合計 128 63

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △302

四半期純利益又は四半期純損失（△） 82 △302
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 5,333 4,746

売上原価 4,536 4,086

売上総利益 796 659

販売費及び一般管理費

役員報酬 48 34

給料手当及び賞与 283 269

福利厚生費 57 56

地代家賃 52 50

退職給付費用 22 20

その他 142 146

販売費及び一般管理費合計 606 578

営業利益 189 80

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 1 1

持分法による投資利益 31 43

その他 13 9

営業外収益合計 47 55

営業外費用

支払利息 46 35

その他 5 5

営業外費用合計 51 41

経常利益 184 94

特別利益

貸倒引当金戻入額 12 2

固定資産売却益 0 －

特別利益合計 13 2

特別損失

固定資産除却損 － 2

特別損失合計 － 2

税金等調整前四半期純利益 198 95

法人税、住民税及び事業税 15 3

法人税等調整額 47 17

法人税等合計 63 20

少数株主損益調整前四半期純利益 － 74

四半期純利益 135 74
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

211 △239

減価償却費 231 182

退職給付引当金の増減額（△は減少） △8 40

賞与引当金の増減額（△は減少） 5 8

工事損失引当金の増減額（△は減少） － △1

貸倒引当金の増減額（△は減少） △123 1

受取利息及び受取配当金 △9 △9

支払利息 130 108

持分法による投資損益（△は益） △131 △126

売上債権の増減額（△は増加） 344 1,414

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,010 1,207

仕入債務の増減額（△は減少） △1,844 △671

未払消費税等の増減額（△は減少） 131 △109

その他の流動資産の増減額（△は増加） 18 △34

その他の流動負債の増減額（△は減少） △766 △14

その他 69 9

小計 269 1,767

利息及び配当金の受取額 23 22

利息の支払額 △127 △101

法人税等の支払額 △233 △47

営業活動によるキャッシュ・フロー △67 1,641

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 － △18

有形固定資産の取得による支出 △562 △9

有形固定資産の売却による収入 10 0

有形固定資産の除却による支出 － △11

投資その他の資産の増減額（△は増加） 3 2

その他 3 △2

投資活動によるキャッシュ・フロー △545 △38

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △400 △2,400

長期借入れによる収入 2,000 1,500

長期借入金の返済による支出 △882 △1,051

リース債務の返済による支出 △9 △11

配当金の支払額 △199 △99

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 508 △2,062

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △104 △460

現金及び現金同等物の期首残高 1,431 1,302

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,326 842
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日  至　平成22年12月31日)

　会計処理基準に関する事項の変更

　(１)「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号　平成20年３月10日公表分）

及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号　平成20年３月10日）を適用

しております。

なお、これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。

　(２)「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用し

ております。

なお、これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づく財務諸表等規則等の一部

を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株

主損益調整前四半期純損失（△)」の科目を表示しております。

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた「投資有

価証券の取得による支出」は重要性が増加したため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとしました。

なお、前第３四半期連結累計期間の「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「投資有価証券

の取得による支出」は△０百万円であります。

　
当第３四半期連結会計期間

(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づく財務諸表等規則等の一部

を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用により、当第３四半期連結会計期間では、「少数株

主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日  至　平成22年12月31日)

１. 固定資産の減価償却費の算定方法

  固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按分する方法

によっております。

  なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。

２. 連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺消去

　連結会社相互間の債権と債務の額に差異が見られる場合には、合理的な範囲内で当該差異の調整を行わないで債権

と債務を相殺消去しております。

　また、連結会社相互間の取引金額に差異がある場合で、当該差異の重要性が乏しい場合には、親会社の金額に合わせ

る方法により相殺消去しております。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日  至　平成22年12月31日)

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　5,747百万円

  ２　偶発債務

連結子会社以外の会社等の金融機関からの借入金

に対し、次の通り債務保証を行っております。

丸紅建材リース㈱の従業員

(住宅資金)
83百万円

THAI MARUKEN CO., LTD.(BAHT43,000千)

　 116百万円※

計 199百万円　

※ この内59百万円は、

Italian-Thai Development Public CO., LTD.

が再保証しております。

※３　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の

休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形を、満期日に決済が行われたものとして処理

しております。

受取手形 97百万円　

支払手形 311百万円　
 

※１　有形固定資産の減価償却累計額　5,650百万円

  ２　偶発債務

連結子会社以外の会社等の金融機関からの借入金

に対し、次の通り債務保証を行っております。

丸紅建材リース㈱の従業員

(住宅資金)
88百万円

THAI MARUKEN CO., LTD.(BAHT158,200千)

　 454百万円※

計 542百万円　

※ この内231百万円は、

Italian-Thai Development Public CO., LTD.

が再保証しております。

 
──────────

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間 
(自　平成21年４月１日
  至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間 
(自　平成22年４月１日
  至　平成22年12月31日)

１  現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係（平成21年12月31日現在）

    現金及び預金勘定と一致しております。
 

１  現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係（平成22年12月31日現在）

                    同左
　

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１

日  至　平成22年12月31日）

１　発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 34,294,400
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２　自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 897,069

　
３　新株予約権の四半期連結会計期間末残高等

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

  （1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日
定時株主総会

普通株式 100 3平成22年３月31日平成22年６月25日 利益剰余金

　

  （2）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。

 

(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　
重仮設事業
(百万円)

加工等事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

3,419 757 1,155 5,333 ― 5,333

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 3,419 757 1,155 5,333 ― 5,333

営業利益又は営業損失(△) 339 13 △11 341 (151) 189

(注) １　事業の区分は内部管理上採用している区分によっております。

２　セグメント間の内部売上高又は振替高を外部売上高と区分して記載することが困難なため、一括して記載して

おります。

３　各事業区分に属する主要な内容

　　　重仮設事業………………建設基礎工事用仮設鋼材等の賃貸及び販売

　　　加工等事業………………建設基礎工事用仮設鋼材の修理・加工・運送

　　　その他事業………………建設基礎工事用仮設鋼材の工事、その他

４　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期

間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を適用しております。

この結果、従来の方法によった場合と比べて、当第３四半期連結会計期間の売上高はその他事業で331百万円

増加し、営業損失はその他事業で20百万円減少しております。
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前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　
重仮設事業
(百万円)

加工等事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

8,592 2,265 3,255 14,112 ― 14,112

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 8,592 2,265 3,255 14,112 ― 14,112

営業利益又は営業損失(△) 563 44 △41 566 (451) 114

(注) １　事業の区分は内部管理上採用している区分によっております。

２　セグメント間の内部売上高又は振替高を外部売上高と区分して記載することが困難なため、一括して記載して

おります。

３　各事業区分に属する主要な内容

　　　重仮設事業………………建設基礎工事用仮設鋼材等の賃貸及び販売

　　　加工等事業………………建設基礎工事用仮設鋼材の修理・加工・運送

　　　その他事業………………建設基礎工事用仮設鋼材の工事、その他

４　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期

間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を適用しております。

この結果、従来の方法によった場合と比べて、当第３四半期連結累計期間の売上高はその他事業で692百万円

増加し、営業損失はその他事業で59百万円減少しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日  至　平成21年12月31日)及び前第３四半期連結累計期

間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日 至　平成21年12月31日)及び前第３四半期連結累計期

間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

【セグメント情報】

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

　平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第20号　平成20年３月21日）を適用しております。

　

1.  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。

当社グループは建設基礎工事用仮設鋼材の賃貸、販売、修理、加工、運送を中心に、更に杭打抜、山留架

設工事、土木・上下水道施設工事等の事業活動を展開しております。従って、「重仮設」「重仮設工

事」「土木・上下水道施設工事等」を報告セグメントとしております。

「重仮設」は建設基礎工事用仮設鋼材の賃貸、販売、修理、加工、運送を、「重仮設工事」は建設

基礎工事用仮設鋼材の杭打抜、山留架設工事を、「土木・上下水道施設工事等」は土木・上下水道施設

工事、建築設備工事等を行っております。
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２.  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

合計
重仮設 重仮設工事

土木・上下水道
施設工事等

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 10,118 1,470 1,088 12,677 12,677

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － － －

計 10,118 1,470 1,088 12,677 12,677

セグメント利益又は損失（△) 107 △35 11 83 83

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

合計
重仮設 重仮設工事

土木・上下水道
施設工事等

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,906 537 301 4,746 4,746

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － － －

計 3,906 537 301 4,746 4,746

セグメント利益又は損失（△) 193 △11 △6 175 175

　

３.  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日)

　 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 83

全社費用(注) △370

四半期連結損益計算書の営業損失（△) △287

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社の管理部門に係る費用であります。
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当第３四半期連結会計期間(自 平成22年10月１日 至 平成22年12月31日)

　 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 175

全社費用(注) △94

四半期連結損益計算書の営業利益 80

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社の管理部門に係る費用であります。

　

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

該当事項はありません。

　

(賃貸等不動産関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 248.23円
　

　 　

　 261.54円
　

　
２  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額等

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 2.46円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─円
　

１株当たり四半期純損失金額 9.07円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─円
　

(注)  1　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため、また当第３四半期連結累計

期間は１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

2　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益
又は四半期純損失（△）（百万円）

82 △302

普通株式に係る四半期純利益
又は四半期純損失（△）（百万円）

82 △302

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 33,401,862 33,398,136

　
第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 4.06円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─円
　

１株当たり四半期純利益金額 2.23円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─円
　

(注)  1　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

2　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（百万円） 135 74

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 135 74

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 33,400,980 33,397,331

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

(決算日後の状況)

特記事項はありません。

　

(訴訟)

当社は、大手町一丁目第２地区(Ｂ棟) 地下掘削工事において、当社から工事を請負った株式会社篠

原建機から、平成22年12月15日付で工事の請負代金に未払額があるとして、金１億3,002万円の工事代

金請求訴訟の提起を受け、現在係争中であります。

当社としましては、当該工事代金を支払う理由はないと考えておりますので、法廷で適切に対応して

いく所存であります。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年２月12日

丸紅建材リース株式会社

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　三　　浦　　洋　　輔　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　成　　瀨　　幹　　夫　　㊞

　

　 　 　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている丸紅

建材リース株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期

間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成

21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、丸紅建材リース株式会社及び連結子会社の平

成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期

間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年２月10日

丸紅建材リース株式会社

取締役会　御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　三　　浦　　洋　　輔　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　柴　　田　　純　　孝　　㊞

　

　 　 　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている丸紅

建材リース株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期

間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平

成22年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、丸紅建材リース株式会社及び連結子会社の平

成22年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期

間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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